豊栄病院福祉連携センター　いするぎ通信　平成２７年１１月号

空から白鳥の声が聞こえるようになりました。編隊を組んでいますが、左右対称ではありません。白鳥にも、利き手？　利き側があるのでしょうか？
今月も、いするぎ通信をお届けいたします。
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●えむえすだぶりゅー日誌：当院MSWの岩淵と渡邉が交代で、相談を受けた症例を基に、解決策を探っていきます。なかなか良い方法が見つからなくて、二人の愚痴話になるかもしれません。今月は「渡邉のーと」です。
　まだMSWとして働き始めて間もない頃、相談室に連絡が入りました。駅で動けなくなっているところを発見され救急搬送された方です。「身寄りがなく金銭的にも不安あるので介入して」との依頼でした。さっそく本人と話してみると、新潟には縁もゆかりもない「行旅病人（こうりょびょうにん）」であることが分かりました。とりあえず市役所へ生活保護申請をし、同時に本人から聞き出した身内へ連絡を取ったところ、連絡はついたものの関わりを拒否し遠方で来院はできないとの返答でした。入院の必要性はあるので入院にあたっての手続きは？入院中何かあった際の連絡先は？退院先は？…など数えきれない不安に押しつぶされそうでした。さらに入院中にADLが低下し、施設探しが必要な状態になりました。施設を探そうにも、「身元引受人」や「急変や死亡時の対応」等の問題に悩まされ、なかなか退院先が決まらない状況が続きました。結果的に周りの方々に助けていただき、何とか生活保護受給者だったことで救護施設に入所が決まりました。本当に疲れました。今でも「身寄りがない方で…」と聞くと、すこし身構えてしまう自分がいます（さやか）。
●ほーかん日誌：訪問看護で起きたことを書いていきます。貴重な症例を共有して、次の症例に生かしたいと思います。今月は「若杉のーと」です。
99歳女性、寝たきりの方で、ヘルパー、デイサービス、ショートステイを利用し、息子さんと2人暮らしです。朝晩寒くなってきたある日、訪問したら両足がかなり冷たく足底が紫色になっている部分がありました。息子さんに保温について聞いたところ「寒くなると電気毛布をつかっている」とのことでした。「ああ、電気毛布があるんだ。良かった」と思った瞬間、息子さんが「それは、ベットを掃除しないとダメなんです。」と言ったのです。もともと掛けるタイプのものを敷いて使っていたようです。褥瘡予防マットの効果が薄れるため掛けるよう話すと「わかりました。でも、ベットの掃除をしないとダメなんです」の一点張りです。「今出してくれれば私が掛けますが・・・」「ダメです。掃除しないとダメです。」何か息子さんのこだわりがあるようでした。何がダメなのかわからないまま、寒い和室の中、ひたすら息子さんの動くさまを正座で見守る私でありました（愛子）。
残念ながらここで終わってしまいました。落ちが知りたい方は是非若杉さんに聞いてください。電気毛布のこと、二人暮らしのこと、デープな秘密があるんでしょうか？
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●編集　今年の石動座公演は、「認知症となっても感情はあるんだ」というテーマで寸劇を作りました。結構受けたかな。キャスティングも良かった。配役の対照表を一部上にあげました。お楽しみ下さい。　副院長　柄澤良
豊栄病院福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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